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･･編集後記･･…

禽3月号のこの欄で,日本の地質学の歴史や大先

達に関する記事を掲載していくことを予告しました

が,さっそく杉村新先生から,望月勝海･大塚弥

之助両先生に一ついてご寄稿頂きました.また,八木

健三先生からは,｢神津叔祐と実験岩石学｣をご寄

稿頂き,これは来月号に掲載されます.これらは,

日本の地質学の歴史に関する貴重な文献として,後

々まで利用されるでしょう.ご寄稿頂いた両先生に

厚くお礼申L上げます.

禽若松曄･小野晃司両氏には,昨年筑波で行われ

た当所の第214回研究発表会｢地質文献情報の45年｣

での講演内容を書いて頂きました.西井上剛資･鍵

山恒臣の両氏からは,それぞれ表紙とグラビアの写

真を頂きました.以上の皆様にもお礼申し上げます.

合本誌をよく読んでいるのはどういう人達なのか?

これは編集する側としては最も気になる点のひとつ

なのですカミ,残念ながら詳しいことは判らないとい

うのが実情です.しかし,.rIGC事務局ニュｰス｣

やr地質情報｣の欄への反響を見ていると,やはり

購読者が最も熱心に読んで下さっているようです.

禽当所の0Bも極めて熱心な読者である事は,先頃

行ったアンケｰトに対する回答率が60%を超えて

いるという点にも表れています.アンケｰトの回答

を見ると,最近の本誌カミ大多数の方から高い評価を

得ている事が削りますが,一部には批判的なご意見

もありました.頂いた回答内容は,今後の編集･発

行方針を考える上で,貴重た資料となります.ご回

答下さった皆様にお礼申し上げます.

禽先月号のこの欄で少し触れましたが,本誌を届け

ている公的機関に対し利用状況を調べるアンケｰト

も実施しました.この結果をもとに,配布リストの

全面的な見直しを行い,回答の無かった機関や組織

の性格が変わった機関への配布を中止または削減す

る一方で,県立図書館等への配布を増やしました.

主要報道機関へも本誌を届けてきましたが,その反

応は様々で,｢技報･学会誌から｣の欄でしばしば

本誌を紹介してくれるr目利工業新聞｣のような新

聞があるかとおもうと,届けている部局の記者が本

誌の存在すら知らないという新聞社(N)もありまし

た.IGCに関連して各社から取材を受け,はから

ずも利用状況カミ判明した訳ですが,見直しにあたっ

ての格好の判断材料になりました.N杜が削減対

象になったのは言うまでもありません.このような

配布先の見直Lは今後も続けていく予定です.
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